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地方独立行政法人東金九十九里地域医療センター 

平成２５事業年度 年度計画評価表 
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項目番号 年 度 計 画 
実施

状況 

地方独立行政法人 評価委員会評価 

大 中 小 内  容 
目 標 

数値等 
自己評価 

評

価 

評 

価 

評価の判断理由・評価

に対するコメントなど 

1   住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

 1  メディカルセンターの医療機能       

   ・救命救急センターを併設し、救急医療（一

次・二次・三次）・急性期医療を核とした医

療の提供が行える地域の中核病院を建設す

る。 

・平成２６年度の開設時に１４６床の病床と

なるための内科、外科、救急科をはじめと

する医療体制を整える。 

・千葉大学医学部・同附属病院との密接な連

携を構築し、人材の確保及び病院施設の建

設を行う。 

・４疾病（がん・脳卒中・急性心筋梗塞・糖

尿病）４事業（救急医療・災害医療・周産

期医療・小児医療）に対応した医療機能を

確保するための体制を整える。 

 実施 ・救命救急センターを併設し、救急医療・

急性期医療を核とした医療の提供が行

える地域の中核病院を建設し平成２６

年１月３１日竣工引渡しを受けた。 

・開院時に１６科となる診療体制を整え

た。 

内科、消化器内科、神経内科、呼吸器

内科、循環器内科、小児科、外科、心

臓血管外科、整形外科、脳神経外科、

産婦人科、リハビリテーション科、放

射線科、麻酔科、精神科、救急科 

・千葉大学医学部・同附属病院との連携の

もと、千葉大学医学部附属病院東金九十

九里地域臨床教育センターのシステム

を介して医師（特任教員）を確保すると

ともに、メディカルセンターの建設と併

せて臨床教育センターに必要な設備整

備をした。 

・４疾病４事業に対応した医療機能を有す

る施設整備をした。 

・脳卒中、急性心筋梗塞にも対応できる救

急医療体制を整え救命救急センターの

指定を受けた。 

 （平成２６年４月１日） 

・地域災害拠点病院及びＤＭＡＴ指定医療

機関の指定を受けた。    

 （平成２６年４月１日） 

 

 

3 4 ・開院時に三次救急を

行う救命救急センター

の指定はもとより、地

域災害拠点病院及びＤ

ＭＡＴ指定医療機関の

指定まで受けたことは

評価できる。 

 

・平成 26 年 1 月 31 日

に竣工引渡しを受けた

後、2 ヶ月で 16 科とな

る診療体制を整えたこ

とは評価できる。 
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 2  メディカルセンターの施設整備       

  (1) 平成２３年度の成果物である「東金九十九里

地域医療センター建設工事実施設計図書」に基

づき、次の建設工事を完了する。 

・病院本棟建設工事（平成２５年度予定） 

・外構工事（平成２５年度予定） 

・宿舎棟・保育所建設（平成２５年度予定） 

・手術室は６室とし、うち１室はハイブリッド

オペ室を整備する。また、１階に救急処置手

術室を、２階に外来小手術室を整備する。 

 実施 建設工事については、平成２６年１月 

２４日に完了検査を行い、３１日竣工引渡

しを受けた。 

・病院本棟、エネルギー・防災倉庫棟、保

育所、医師看護師宿舎（４５戸）、駐車

場（７４６台） 

・手術室６室、うち１室はハイブリッドオ

ペ手術室。このほかに１階に救急処置手

術室、２階に外来小手術室を整備した。 

3 4 ・ハイブリッド手術室

をはじめ最先端の医療

施設やドクターヘリ・

ヘリポート、また、職

員向けの保育所などを

整備できたことは評価

できる。 

  (2) 関係法令を順守し、許可権者等の指示に従い

工事を行う。 

 実施 関係法令を順守し、許可権者等の指示に

従った工事を行い、完了検査済証等を取得

するに至った。 

・開発行為に関する工事の検査済証 

  発  千葉県知事 

  検査 平成２６年１月１０日 

  交付 平成２６年１月２０日 

・消防用設備等検査済証 

  発  山武郡市広域行政組合消防長 

検査 平成２６年１月１６～１７日 

交付 平成２６年１月２７日 

・危険物取扱所完成検査済証 

発  山武郡市広域行政組合管理者 

  検査交付 平成２６年１月１７日 

・建築基準法の規定による完了検査済証 

  発  日本建築検査協会㈱ 

検査 平成２６年１月２１日 

交付 平成２６年１月２２日 

3 3  

  (3) 安全に工事を行うとともに近隣に配慮した

工事計画とする。 

 実施 ・安全に配慮した工事計画により無事工期

内に終了することが出来た。 

・工事車両の路上駐車禁止や搬入経路の指

導を行い近隣に配慮した工事を実施し

た。 

 

3 3 ・安全と共に、近隣に

配慮した工事が計画ど

おり進み、各種認可・

許可を受け、開院でき

たことは評価できる。 
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  (4) 以下の工事監理業務を行う。 

  ・平成２６年度の開設に向けた工程管理と

出来高管理 

 ・設計図書に照らした施工図の作成及び設

計図書と工事との照合等による品質管理 

 実施 ・工程管理、出来高管理を行い、平成２６

年１月３１日に予定どおり建物の竣工

引渡しを受けた。 

・工事監理業務は２月２８日に終了し、３

月１０日に完了検査を実施した。 

・工期中は工事請負者、監理者及び発注者

による定例会を開催し進捗状況報告、発

注内容の確認を実施し品質管理を行っ

た。 

3 3  

  (5) 許可権者等による検査を実施するとともに

病院使用許可を取得し、開院準備が行える施

設を整える。 

 実施 ・開発行為に関する工事の検査済証 

 発  千葉県知事 

検査 平成２６年１月１０日 

 交付 平成２６年１月２０日 

・消防用設備等検査済証 

 発  山武郡市広域行政組合消防長 

検査 平成２６年１月１６－１７日 

交付 平成２６年１月２７日 

・危険物取扱所完成検査済証 

 発  山武郡市広域行政組合管理者 

検査交付 平成２６年１月１７日 

・建築基準法の規定による完了検査済証 

 発  日本建築検査協会㈱ 

検査 平成２６年１月２１日 

交付 平成２６年１月２２日 

             （再掲） 

・病院使用許可 （１４６床） 

 発  千葉県知事 

 検査 平成２６年２月１７日 

交付 平成２６年２月２７日 

 

 

 

 

 

3 3  
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 3   メディカルセンターの設備整備       

  (1) 関係法令を順守し、許可権者等の指示に従い

工事を行う。 

 実施 許可権者等の指示に従った工事を行い、

完了検査証等を取得するに至った。 

・消防用設備等検査済証 

 発  山武郡市広域行政組合消防長 

検査 平成２６年１月１６～１７日 

交付 平成２６年１月２７日 

・危険物取扱所完成検査済証 

発  山武郡市広域行政組合管理者 

 検査交付 平成２６年１月１７日 

             （再掲） 

3 3  

  (2) 安全に配慮した工事計画とする。  実施 ・安全に配慮した工事計画により無事工期

内に終了することが出来た。 

              (再掲) 

3 3 ・安全と共に、近隣に
配慮した工事が計画ど
おり進み、各種認可・
許可を受け、開院でき
たことは評価できる。 

  (3) 以下の工事監理業務を行う。 

・平成２６年度の開設に向けた工程管理と

出来高管理 

・設計図書に照らした施工図の作成及び設

計図書と工事との照合等による品質管理 

 実施 ・工程管理、出来高管理を行い、平成２６
年１月３１日に予定どおり建物の竣工
引渡しを受けた。 

・工事監理業務は２月２８日に終了し、３
月１０日に完了検査を実施した。 

・工期中は工事請負者、監理者及び発注者
による定例会を開催し進捗状況報告、発
注内容の確認を実施し品質管理を行っ
た。          （再掲） 

3 3  

  (4) 許可権者等による検査確認を実施し、開院

準備が行える設備を整える。 

 実施 ・消防用設備等検査済証 

 発  山武郡市広域行政組合消防長 

検査 平成２６年１月１６－１７日 

交付 平成２６年１月２７日 

・危険物取扱所完成検査済証 

発  山武郡市広域行政組合管理者 

 検査交付 平成２６年１月１７日             

（再掲） 

3 3  

  (5) 主要な放射線関連医療機器等の整備計画の

見直し、更新を図り、メディカルセンターの

医療機能を十分に発揮できる医療機器を導入

 実施 メディカルセンターに必要な放射線関

連医療機器については費用対効果を考慮

し、開院時に必要なものとして以下の機器

3 4 ・三次救急に対応した

放射線機器をはじめ最

先端の医療機器等を整
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する。また、費用対効果や導入時期について

も精査を行う。 

（主要な放射線関連医療機器：一般撮影装

置、Ｘ線ＴＶ撮影装置、血管撮影装置、コン

ピュータ断層撮影装置、磁気共鳴断層撮影装

置、ポータブル撮影装置、ＰＡＣＳ等） 

を導入した。 

Ｘ線一般撮影装置       ２台 

Ｘ線ＴＶ装置         １台 

バイプレーンＸ線血管造影装置 １台 

ハイブリッド手術室対応血管造影装置 

               １台 

ＩＶＲ－ＣＴ装置（アンギオＣＴ） 

１台 

Ｘ線ＣＴ装置３２０列     １台 

ＭＲＩ（１．５Ｔ）      １台 

ポータブルＸ線撮影装置    ２台 

ＤＲ画像処理システム     １式 

３Ｄ画像処理システム     １式 

備できたことは評価で

きる。 

 

 

 4   メディカルセンターの人材確保       

  (1) 人材の確保       

   ・医師に関しては、千葉大学医学部・同附属

病院と共同の臨床教育システム（千葉大学

医学部附属病院東金九十九里地域臨床教育

センター）を応用した医師派遣システムを

導入するため、千葉大学医学部・同附属病

院と共同して、臨床教育センターの設置事

務を進める。 

・看護師に関しては、人材確保のための専門

体制を整えるとともに、募集活動をより一

層強化する。 

・将来に向けた看護師の育成と安定的な確保

を図るため奨学金制度を推進する。 

・看護実践の場においてリーダーとなる人材

を育成・確保し高水準の看護を提供するた

め、認定看護師の資格取得のための支援を

推進する。 

・千葉大学、千葉県立保健医療大学、城西国

際大学等の教育機関と連携し、引き続き、

看護師、薬剤師その他の人材の確保の基盤

 実施 ・医師に関しては、千葉大学医学部・同附

属病院との連携のもと、千葉大学医学部

附属病院東金九十九里地域臨床教育セ

ンターを設置し、臨床教育センターのシ

ステムを介して医師（特任教員）を確保

した。     

平成２５年４月 

部長  ２名 

（特任教授１・特任准教授１） 

平成２６年１月 

部長  １名    

副部長 １名 

（特任教授１・特任准教授１） 

（平成２６年４月） 

部長  ５名    

副部長 ４名 

  医長 １３名     

   医員  ３名 

（特任教授５・特任准教授１・特任

3 4 ・千葉県内、山武長生

夷隅圏内の医師・看護

師不足の状況の中、医

師２９名、看護師１３

０名を確保できたこと

は評価できる。 

 

・麻酔科については、

非常勤医師等により手

術等の対応ができてい

るとのことであるが、

予定する常勤医師を確

実に確保していただき

たい。 

 

・新設の病院は、多く

の人々の集まりであ

り、定着が課題となり、

看護の質の担保が定
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を整える。 講師３・特任助教１２・直接雇用４） 

 平成２５年度採用実績  ２９名 

・看護師に関しては、昨年度に引き続き看

護部長を中心に募集体制を整え、看護師

養成施設等の訪問及び就職説明会等を

実施した。 

訪問施設総数  ６０施設 

施設へのパンフレット・求人票の送付       

１１０通 

・看護師に関しては、以下のとおり採用し、

開院時は１３０名となった。 

  平成２５年度採用    ７０名 

 （平成２４年度以前の採用  ７名） 

 （平成２６年４月１日採用 ５３名） 

・看護師養成機関学生奨学金制度に関して

は、以下のとおり給付した。 

  奨学金給付者３０名（計画３０名） 

内訳 

着・確保につながる。

今後も認定看護師等の

公募や支援を引き続き

行っていただきたい。 

 

 

      平成２６年４月採用予定 １２名 

   平成２７年４月採用予定 １０名 

   平成２８年４月採用予定  ８名 

・（参考）東金市看護師養成修学資金貸付

条例による奨学金制度（上記とは別の城

西国際大学看護学部学生を対象とした

東金市・九十九里町による奨学金制度） 

奨学金給付者３０名（計画３０名） 

  内訳 

平成２８年４月採用予定 １５名 

平成２９年４月採用予定 １５名 

・認定看護師資格取得支援として、平成 

２４年度に応募のあった「救急看護認定

看護師」１名及び「糖尿病看護認定看護

師」１名に対し、引き続き支援を行った。

なお、２５年度において新たに２名を公

募したが対象者はいなかった。 
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・昨年度に引き続き、千葉大学・千葉県

立保健医療大学・城西国際大学とは、

訪問・説明会・看護師研修の施設利用

等を通じて人材確保の連携を図った。 

  (2) 開院に向けた他院における教育研修体制の

整備、運用 

      

   千葉大学医学部・同附属病院及び千葉県病院

局と連携し、平成２６年度の開設に向けて医

師、看護師等が事前に実地での他院における教

育研修が出来る制度を整備、運用する。 

 実施 

 

開院準備のため看護師の教育研修を、千

葉大学医学部附属病院、千葉県立病院で実

施した。 

千葉大学医学部附属病院 １０名 

千葉県がんセンター    ３名 

千葉県救急医療センター  ２名 

千葉県こども病院     １名 

千葉県循環器病センター  ４名 

千葉県立東金病院     ３名 

3 3  

 5   医師会や地域の医療機関等との連携       

   ・地域完結型の医療提供を行うため、行政機関

と連携し、県及び郡医師会、近隣医療機関等

と急性期医療や慢性期疾患に対する医療等

の医療機能の役割分担を推進する取組みを

進める。 

・夜間休日急病診療、二次救急輪番について、

関係行政機関との協議を図り、将来に向けた

救急医療提供体制を構築する取組を進める。 

 実施 ・メディカルセンター医師が県立東金病院

にて診療参加し、医療機能の役割分担を

進めるとともに引継ぎを行った。 

  診療参加 ３４回 医師３名 

  引継協議 平成２６年３月７日 

・山武長生夷隅医師会医師や消防・行政機

関等に対し、メディカルセンターの役割

や機能に対する講演や意見交換を行っ

た。 

  山武郡市医師会主催  

平成２５年１１月１２日 

  茂原市長生郡医師会主催 

   平成２５年７月３１日 

  山武広域行政組合主催 

   平成２５年１１月６日 

・地域医療連携室準備担当者である医療ソ

ーシャルワーカーが地域医療機関を訪

問し、医療状況の把握と医療連携の取り

3 3 ・計画どおり連携を進

めており、また、次年

度につながる実績につ

いて評価できる。 
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組みを進めた。 

  訪問施設数 ４２施設 

・メディカルセンターと地域の医療機関等

との医療連携を円滑に進めるため、「山

武長生夷隅保健医療圏における地域医

療連携会議」に出席し、意見交換を行っ

た。 

・「二次救急医療輪番制検討協議会」に参

加し、平成２６年度からの二次救急輪番

の参加を決定した。 

2   業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

 1  効率的で財政上も健全な運営方法の確立      

   ・プロポーザルにより選定したネットワーク業

者及び電子カルテを中心とした情報システム

業者と、契約に向けての調整等を行い開院時

に支障の無いよう整備を行う。 

・開院後の収支を考慮し、各種業務委託等の業

者を選定し、年度内に契約を行い開院に備え

る。 

 実施 ・ネットワークシステム構築及び電子カル

テを中心とした情報システムを導入し、

システム仕様の調整等を行い、開院に対

応したシステム整備を完了した。 

  ネットワークシステム構築業務 

ネットワンシステムズ㈱ 

平成２６年２月２５日締結 

電子カルテ等情報システム導入業務 

富士通㈱千葉支社 

平成２６年２月２５日締結  

・各業務委託について契約締結し開院に向

けた体制を整えた。 

  外注検査（検体検査）業務 

   ㈱エスアールエル 

   平成２６年３月２４日締結 

  外注検査（微生物学的検査・病理学的

検査）業務 

   ㈱サンリツ 

   平成２６年３月２４日締結 

物流管理業務等運営業務 

アルフレッサメディカルサービス   

㈱ 

3 3  
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   平成２６年１月３１日締結 

患者給食及び職員食堂業務 

   ㈱ ティエフケー 

 平成２６年１月３１日締結 

リネン管理等運営業務 

ワタキューセイモア㈱ 

平成２６年１月３１日締結 

清掃・警備・施設維持管理業務 

   ㈱ダイケングループ 

   平成２６年１月３１日締結 

一般廃棄物収集運搬・処分業務 

   ㈱中村総業 

   平成２５年１１月２５日締結 

  産業廃棄物収集運搬・処分業務 

 三友プラントサービス㈱ 

平成２６年１月３１日締結 

医事等業務   

   ㈱ソラスト 

 平成２５年１０月２２日締結 

保育所運営業務 

㈱サクセスアカデミー 

平成２６年１月３０日締結 

売店等運営事業 

   ㈱光洋 

   平成２６年１月３０日締結 

・昨年度に引き続き各業務委託等の仕様の

策定調整をおこない開院体制を整えた。 

  運営体制支援業務  

         ㈱システム環境研究所 

 平成２５年４月１日締結 

 

 

 

 

   

 2  魅力ある人事・給与制度の確立      
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   平成２２年度に策定した人事評価制度、給与

制度、退職金制度、前歴加算制度等の各基本方

針を定めた人事制度基本設計に基づき、地方独

立行政法人としての有利性を生かした人事・給

与制度の仕組みづくりを進める。 

 実施 ・医師の給与制度を整えるため、給与規程

等を整備した。 

・在職中の貢献度を反映しやすくするた

め、退職金の算定方法にポイント制度を

取り入れた。 

3 3  

 3   会計制度の整備と運用      

   地方独立行政法人の財務会計制度を生かし、

柔軟な運用が行えるよう会計規程の見直しや、

帳簿組織を確立するために更なる精査・検討を

行う。 

 実施 ・地方独立行政法人会計基準に適した財務

会計システムを導入した。 

  財務会計システム導入 

   ぎょうせい㈱ 

   平成２５年９月１日締結 

3 3  

3   財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 1   健全な経営基盤の確立      

  (1) 権限と責任の所在を明確にした組織の確立       

   平成２５年度までに病院開設後必要となる組

織計画を策定するため必要な検討等を行い、こ

れに基づく職員採用計画を策定する。 

 実施 ・平成２９年度までを計画期間とする第２

期中期計画の策定にあたり、職種ごとの

採用予定人数を定めた。 

3 3  

  (2)  経営情報システムの構築      

   ・プロポーザルにより選定したネットワーク業

者及び電子カルテを中心とした情報システム

業者と、契約に向けての調整等を行い開院時

に支障の無いよう整備を行う。（再掲） 

・本メディカルセンターに最適な財務会計シス

テムを導入する。 

 実施 ・ネットワークシステム構築及び電子カル

テを中心とした情報システムを導入し、

システム仕様の調整等を行い、開院に対

応したシステム整備を完了した。 

  ネットワークシステム構築業務 

ネットワンシステムズ㈱ 

平成２６年２月２５日締結 

電子カルテ等情報システム導入業務 

富士通㈱千葉支社 

平成２６年２月２５日締結（再掲） 

3 3  

 ・地方独立行政法人会計基準に適した財務

会計システムを導入した。 

  財務会計システム導入 

   ぎょうせい㈱ 

平成２５年９月１日締結 （再掲） 

   

 2   支出の適正化      



 

 

- 12 - 

- 12 - 

  (1)  建築関連       

   機能及び効率性のバランスを考慮して作成し

た実施設計に基づき、建設費抑制の方針を順守

した建設工事を実施する。 

 実施 建設費抑制のための仕様変更を実施し、

機能・効率性を考慮して建設工事を進め

た。 

3 4 ・建築費の高騰や建築業界
の人材不足など社会情勢を
考慮すると、建設費抑制の
ための仕様変更を実施、機
能・効率性を考慮して建設
工事を進めたことは評価で
きる。 

  (2)  人件費関連      

   医師、看護師等の給与等については、非公務

員による運営であることを踏まえた給与制度の

構築を進める。 

 実施 ・医師の給与制度を整えるため、給与規程

等を整備した。 

・在職中の貢献度を反映しやすくするた

め、退職金の算定方法にポイント制度を

取り入れた。      （再掲） 

3 3  

  (3) 経営シミュレーションの実施      

   医療制度、診療報酬制度の改定等にあわせ、

将来的な財務内容の適正化及び健全化の見通し

を立てるため、随時経営シミュレーションの見

直しを行う。 

 実施 

 

平成２９年度までを計画期間とする第

２期中期計画の策定にあたり、３５年度ま

で(１０年間)の予算、収支計画、資金計画

を作成した。 

今後も必要に応じて経営シミュレーシ

ョンの見直しを行うこととする。 

3 3  

4   その他業務運営に関する重要事項を達成するためにとるべき措置 

 1  実施スケジュールの確立      

   平成２５年度の実施スケジュールは次のとお

りとする。 

項 目 平成２５年度 

管理運営体制 事業執行体制の拡充強化 

施設建築関係等 

建築工事 

工事監理 

主要医療機器設置 

物品調達（開院時に必要な

もの) 

各種業務委託の業者選定 

 実施 ・開院前年度にあたり、事務部門のほか薬

剤、検査、放射線部門等の組織、人員体

制を整えた。 

・東千葉メディカルセンター建設工事及び

工事監理業務を実施し竣工引渡しを受

けた。 

・開院に必要な医療機器の設置と物品調達

を行った。 

・開院に必要な業務委託契約を実施した。 

・医師に関しては、千葉大学医学部・同附

属病院との連携のもと、千葉大学医学部

附属病院東金九十九里地域臨床教育セ

ンターを設置し、臨床教育センターのシ

ステムを介して医師（特任教員）を確保

3 4 ・千葉県内、山武長生

夷隅圏内の医師・看護

師不足の状況の中、医

師２９名、看護師１３

０名を確保できたこと

は評価できる。 

 

・人員確保、教育等、

綿密なスケジュールの

下に実施し、ほぼ計画

どおり実施･開院でき

たことは評価できる。 
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医師確保 

臨床教育センターの設置事

務 

平成２５年４月予定 

 医師 特任教授 １名 

  医師 特任准教授１名 

平成２６年１月予定  

医師 ２７名 

看護師等のコメ

ディカルの確保 

・平成２５年度採用予定看

護師  ５２名 

・平成２５年度看護師募集

数   ７０名 

・看護師確保のため、パン

フレット等を活用したＰ

Ｒ活動、看護師養成機関

等の訪問や説明会の実施 

・看護師奨学金制度を活用

した学生・大学院生への

奨学金の支給 

・認定看護師資格取得費用

支給要綱に基づく資格取

得支援 
 

した。     

平成２５年４月 

部長  ２名 

（特任教授１・特任准教授１） 

平成２６年１月 

部長  １名    

副部長 １名 

（特任教授１・特任准教授１） 

（平成２６年４月） 

部長  ５名    

副部長 ４名 

  医長 １３名     

   医員  ３名 

（特任教授５・特任准教授１・特任

講師３・特任助教１２・直接雇用４） 

 平成２５年度採用実績  ２９名 

（再掲） 

・看護師に関しては、以下のとおり採用し、

開院時は１３０名となった。 

  平成２５年度採用    ７０名 

 （平成２４年度以前の採用  ７名） 

 （平成２６年４月１日採用 ５３名） 

              （再掲） 

・看護師に関しては、昨年度に引き続き看

護部長を中心に募集体制を整え、看護師

養成施設等の訪問及び就職説明会等を

実施した。 

訪問施設総数  ６０施設 

施設へのパンフレット・求人票の送付       

１１０通  （再掲） 

・看護師養成機関学生奨学金制度に関して

は、以下のとおり給付した。 

  奨学金給付者３０名（計画３０名） 

内訳 

  平成２６年４月採用予定 １２名 
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    ・平成２５年度採用看護師

の千葉大学医学部附属

病院及び千葉県立病院

での看護師研修派遣 

・開設に向けた看護体制の

整備 

・看護手順、マニュアル等

の整備 

・研修計画の立案と実施 

・平成２５年度予定 コメ

ディカル 

薬剤師    ８名 

臨床検査技師 ８名 

放射線技師  ８名 

管理栄養士  １名 

臨床工学技士 ２名 

理学療法士  ４名 

医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ ２名 

・平成２５年度予定 事務

職１６名（電気技師２名

含む） 
 

     平成２７年４月採用予定 １０名 

   平成２８年４月採用予定  ８名 

              （再掲） 

・（参考）東金市看護師養成修学資金貸付

条例による奨学金制度（上記とは別の城

西国際大学看護学部学生を対象とした

東金市・九十九里町による奨学金制度） 

  奨学金給付者３０名（計画３０名） 

  内訳 

   平成２８年４月採用予定１５名 

  平成２９年４月採用予定１５名 

             （再掲） 

・認定看護師資格取得支援として、平成 

２４年度に応募のあった救急看護１名

及び糖尿病看護１名に対し、引き続き支

援を行った。なお、２５年度において新

たに２名を公募したが対象者はいなか

った。          （再掲） 

・開院準備のため看護師を、千葉大学医学

部附属病院、千葉県立病院で教育研修を

実施した。 

   

      千葉大学医学部附属病院 １０名 

千葉県がんセンター    ３名 

千葉県救急医療センター  ２名 

千葉県こども病院     １名 

千葉県循環器病センター  ４名 

千葉県立東金病院     ３名 

            （再掲） 

・４月にＩＣＵ１０床、ＨＣＵ１０床、一

般病棟１病棟とし、５月及び８月に各 1

病棟ずつ開棟する看護体制計画を策定

した。 

・看護部を中心に、看護手順、看護マニュ

アルの整備を進めた。 
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 ・新人看護師の採用時研修計画を策定し 

      た。 

・コメディカル職員（看護師除く）及び事

務職の募集を行い、以下のとおり確保し

た。 

薬剤師           ９名 

臨床検査技師       １１名 

放射線技師        １０名 

管理栄養士         ２名 

臨床工学技士        ３名 

理学療法士         ３名 

作業療法士         １名 

医療ソーシャルワーカー   １名 

事務職          １３名 

（平成２６年４月採用含む） 

   

 2   財政負担の原則      

   施設及び設備に関する計画（平成２５年度）  

施設及び設

備の内容 
予 定 額 財  源 

工事監理委

託費 

建設工事請

負費 

医療機器等

整備費 

総額 

９，６２３ 

百万円 

東金市及び九十

九里町からの負

担金、貸付金及

び千葉県からの

補助金 

 

 実施 東金市及び九十九里町からの負担金、貸

付金及び千葉県からの補助金を財源とし

て、施設設備を行った。 
 

施設及び設備の内容 支出額 

工事監理委託費 

建設工事請負費 

医療機器等整備費 

総額 

９，６１８ 

百万円 

3 4 ・施設及び設備整備に

関して、建築材料費の

高騰や建築業界の人材

不足などの社会情勢を

考慮すると年度予算内

で費用を収めたことは

評価できる。 

 

 3   地域に対する広報等      

   ・東金市及び九十九里町と協議し、メディカル

センターの整備状況等を定期的に広報する。 

・住民に開かれたメディカルセンターとするた

め、情報提供と情報公開を推進する。 

 実施 ・建設工事進捗状況、看護師の公募等の情

報を市町広報等に掲載した。 

・医療センターニュースの発行（１回） 

・ホームページをリニューアルし、診療情

報の充実を図った。 

  ホームページ年度末アクセス件数 

単年度  １０２，３６８件 

累計   １９８，６６８件 

3 3 ・広報、ホームページ
は住民にとって非常に
重要な情報源であるた
め、わかりやすい情報
提供をしていただきた
い。 
・ホームページのアク
セス件数から、地域住
民等の関心と期待が伺
われる。今後もホーム
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ページの充実に期待す
る。 

5   予算(人件費の見積もりを含む)、収支計画及び資金計画 

   
 

 － 
省略(財務諸表等による) 

 
－ 

 
 

6   短期借入金の限度額 

   
 

 － 
・平成２５年度における短期借入金はな

い。 
－ 

 
 

7   重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

   
 

 － 
・平成２５年度においては、重要な財産の

譲渡等に関する計画はない。 
－ 

 
 

8   剰余金の使途 

   

 

 － 

・平成２５年度においては、該当する剰余

金はない。 

 

－ 

 

 

9   料金に関する事項 

   
 

 － 
・平成２５年度においては、該当する料金

はない。 
－ 

 
 

10   その他業務運営に関する重要事項（平成２５年度） 

  (1) 施設及び設備に関する計画 

 
 

－ ・「第１ 住民に対して提供するサービス

その他の業務の質の向上に関する目標

を達成するためとるべき措置」で記載し

たとおり計画どおり実施した。 

－  

 

  (2) 積立金の処分に関する計画 
 － 

・平成２５年度においては、積立金の処分

に関する計画はない。 
－ 

 
 

 

 

 


